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《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
使
用
料
の
減
免
規
定
を

な
く
す
こ
と
に
つ
い
て

意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

戸
田
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
へ
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

現
段
階
で
の
指
定
管
理
者

化
は
拙
速
過
ぎ
る 総

括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

昨
年
８
月
に
「
受
益
者

負
担
の
見
直
し
方
針(

改

訂
版)

」
が
策
定
さ
れ
、

施
設
使
用
料
の
減
額
・
免

除
は
、
原
則
設
定
し
な
い

こ
と
と
す
る
市
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
方
針
に
沿
い
、
施
設

を
利
用
す
る
市
民
に
対
し

公
平
に
負
担
を
求
め
る
た

め
条
例
改
正
す
る
も
の
で
、

平
成
30
年
４
月
１
日
以
後

の
利
用
か
ら
適
用
す
る
も

の
で
す
。

戸
田
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
は
、
平
成
７
年
４

月
に
開
設
し
、
介
護
保
険

制
度
及
び
介
護
予
防
制
度

の
下
、
長
期
入
所
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
中
核
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
営
改
革

プ
ラ
ン
に
お
い
て
１
０
０

床
に
す
る
こ
と
で
介
護
老

人
保
健
施
設
運
営
の
経
営

健
全
化
を
目
指
す
と
さ
れ
、

や
っ
と
１
０
０
床
で
ス
タ

ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

平
成
32
年
度
最
終
年
度
の

第
６
次
行
革
プ
ラ
ン
に
お

い
て
も
、
経
営
効
率
の
改

善
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
み
、
収
入
の

増
加
に
努
め
運
営
費
の
赤

質　
疑

Ｑ

除
規
定
を
な
く
す

こ
と
で
、
対
象
と

な
る
団
体
数
及
び
影
響

額
は
。

Ａ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

西
部
37
団
体
、
新
曽
57

団
体
、
東
部
１
１
５
団

体
。
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
で
は
３
団
体
。
影
響

額
に
つ
い
て
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
館
全
体
で
は
、

平
成
27
年
度
の
使
用
を

ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

年
間
約
３
０
０
万
円
の

収
入
増
と
な
る
予
定
。

一
例
と
し
て
、
大
会
議

室
ま
た
は
音
楽
室
を
２

時
間
、
週
に
１
回
、
月

に
４
回
利
用
す
る
場
合
、

月
額
約
２
４
０
０
円
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

３
月
定
例
会
は
２
月
20
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
33
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
39
件
と
、
議
員

提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
議
案
に
対
し
延
べ
19
人
の
議
員
が

質
疑
し
、
議
案
２
件
、
請
願
１
件
に
対
し
、
延
べ
７
人
の

※
２
・
３
ペ
ー
ジ
の
予
算

マ
ッ
プ
、
及
び
本
ペ
ー

ジ
の
一
般
会
計
予
算
の

内
訳
参
照
。

質　
疑

Ｑ

戸
田
地
域
交
流
広

場
整
備
事
業
の
今

後
の
整
備
内
容
は
。

Ａ
　
広
場
北
側
部
分
に
は
、

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
あ
い
パ
ル
）
の

隔
地
有
料
駐
車
場
と
し

て
30
台
分
を
整
備
。
広

場
南
側
部
分
に
は
、
防

災
機
能
を
備
え
た
広
場

と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
を
整
備
し
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
、
収
納
ベ
ン
チ
、

非
常
用
電
源
付
の
照
明
、

水
道
設
備
な
ど
、
災
害

時
に
必
要
と
思
わ
れ
る

設
備
を
設
置
。
ま
た
、

防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
灯

を
複
数
設
置
し
、
防
犯

機
能
を
強
化
す
る
予
定
。

　
　

広
場
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
市
民
会

字
解
消
に
努
め
る
と
な
っ

て
お
り
、
現
段
階
で
の
指

定
管
理
者
化
は
拙
速
過
ぎ

る
。
医
療
セ
ン
タ
ー
同
様

に
新
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
よ
り
市
民
に
喜
ば
れ

る
施
設
と
し
て
改
善
を
図

る
べ
き
。
反
対
す
る
。

今
後
も
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
必
要

戸
田
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
は
昨
年
10
月
に
１

０
０
床
へ
の
増
床
を
行
っ

た
も
の
の
、
平
成
29
年
度

予
算
に
は
約
３
億
４
千
万

円
の
繰
入
金
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
は
、
民
間
業
者

に
よ
る
入
所
者
定
員
１
０

０
床
で
の
効
率
的
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、

経
営
の
健
全
化
を
図
り
、

今
後
も
介
護
老
人
保
健
施

設
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
市

の
財
政
面
か
ら
も
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
必

要
な
対
応
と
考
え
る
。

議
を
設
け
、
利
用
方
法

等
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

Ｑ

内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
へ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
台
数
と
有
効

性
は
。

Ａ
　
24
時
間
営
業
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
57

店
舗
に
設
置
予
定
。
公

共
施
設
を
は
じ
め
、
職

場
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
企
業
が
増
え
て
き
た
。

し
か
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
屋

内
に
あ
る
た
め
、
そ
の

多
く
が
就
業
時
間
終
了

議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問
で
は
、
会
派
を
代

表
し
て
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４

日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
16
人
の
議
員
が
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

3月
定例会
3月
定例会

平成29年

2月20日～3月24日

指
定
管
理
者
制
度
導
入

後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
施
設
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
市
と
し
て
指

定
管
理
者
と
連
携
を
図
っ

て
い
く
と
の
こ
と
な
の
で
、

今
回
の
条
例
改
正
は
、
１

０
０
床
と
な
っ
た
介
護
老

人
保
健
施
設
を
、
経
営
面

も
含
め
、
市
民
の
た
め
に

今
後
も
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
必
要
な

も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

歳
出
で
は
、
特
定
中
小

企
業
者
資
金
預
託
金
の
減
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
、

約
７
億
２
千
万
円
を
計
上
。

歳
入
で
は
、
市
税
及
び
市

有
地
売
払
収
入
の
増
、
並

び
に
前
年
度
繰
越
金
等
を

見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
財
政
調
整
基
金
積
立
金

に
つ
い
て
意
見
が
分
か

れ
ま
し
た
。

■ 一般会計予算　　５００億３０００万円
■ 特別会計予算　　２６３億３５３８万円（１２特別会計の合計額）

■ 水道・下水道事業の予算

▼ 平成２9年度予算のあらまし（千円単位は切り捨て）

※一般会計予算の内訳は、5ページをご覧ください
※収益的収支…水道水の供給や下水の処理にかかる収入と支出
※資本的収支…配水管や浄水施設、下水道管やポンプ場の建設更新などにかかる
　　　　　　　収入と支出

項　　　目 水道事業会計 下水道事業会計

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

２５億２１６８万円

２５億 　１１万円

1億６７８２万円

１８億  ６９８万円

２６億８１５６万円

２５億３７２２万円

９億２９２９万円

１６億８７４８万円

▼ 歳 入（収入源）

▼ 歳 出（支出先）

【一般会計予算　500億３0００万円の内訳】

市　　　税
279億3千万円
55.8％

国庫支出金
89億2千万円
17.8％

4.3
％

5.2％ 4.0
％
3.8
％

9.1％

地方消費税交付金
21億5千万円

県支出金
25億9千万円

市　　債
18億6千万円

諸　収　入
20億2千万円

その他
45億6千万円

※百万円単位以下は四捨五入

民　生　費
246億4千万円
49.3％

教育費
５0億
9千万円
10.2％

土木費
４8億
1千万円
9.6％

総務費
４９億
6千万円
9.9％

衛生費
38億
2千万円
7.6％

3.6
％

5.2
％

4.6
％

消防費
17億5千万円

公債費
26億1千万円

その他
23億4千万円
(議会費0.8％)

花
井 

伸
子
　
　
議
員

反対討論

斎
藤 

直
子
　
　
議
員

賛成討論

免

上

市

福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
等

の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

介
護
老
人
保
健
施
設
条

例
の
一
部
改
正

▶
整
備
中
の
上
戸
田
地
域
交
流
広
場


